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会議の名称 小金井市国民保護協議会（平成 18年度第２回） 

事務局 総務部 防災交通課 防災消防係 
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福祉保健部長     工藤 章男 
都市建設部長     大矢 光雄 
小金井郵便局長     小林 秀夫（代理：峯村） 
東京電力㈱武蔵野支社副支社長   西野 康雄 
東京ガス㈱多摩支店長    金子 広文 
武蔵小金井駅長     伊藤 信幸 
㈱NTT東日本・東京西料金センター所長  上田 清治 
京王電鉄バス㈱営業部お客様サービス担当課長 杉田 伸一 
小金井市医師会防災委員長   三島 協二（欠席） 
小金井市消防団長    野口 和史（欠席） 
小金井市社会福祉協議会会長   大澤 廣助 
小金井市自主防災組織連合会会長   佐藤 義明 
西東京共同法律事務所弁護士   栗山 れい子（欠席） 
 
（事務局） 
小金井市 総務部 防災交通課 防災消防係 
          三井純男（課長）・高橋啓之（係長）・高橋昭男 
株式会社 建設技術研究所 
          遠山正人（室長）・森田敏徳（主任）・小保方崇光 

傍聴の可否 可 

傍聴者数 ４名 

傍聴不可等

の理由等 

なし 

会議次第 1開会 

3会長（小金井市長）あいさつ 

4議事 

(1) 小金井市国民保護計画（素案）について 

(2)今後のスケジュールについて 

(3)その他 



5閉会 

会議結果 １開会 

 事務局から本会議の開催及び本日欠席となった委員について連絡があった。 

３会長挨拶 

 会長である市長から、開会にあたっての挨拶があった。 

４議事 

（１）小金井市国民保護計画（素案）について 

 事務局より、小金井市国民保護計画（素案）について説明し、質疑を行った後、了

承された。 

（２）今後のスケジュールについて 

事務局より国民保護計画策定の基本的な考え方およびスケジュールについて説明

し、異議無く了承された。 

5その他 

 事務局より、今後のパブリックコメントと、次回の協議会の予定について連絡があ

った。 

以上 

発言内容・発

言者名（主な

発言要旨等） 

（小金井市国民保護計画（素案）及び今後のスケジュールについて） 

・ 概要版の A3 の資料では、（平素からの備え予防）となっているが、素案には（平

素からの備え）となっている。どちらが正しいのか。（友松委員） 

・ 2編は（平素からの備え）が正しい記述となります。（事務局） 

・ 素案の 16ページについて、東京消防庁の平素の業務が違うので、見直していただ

きたい。（小室委員） 

・ 東京都区市町村国民保護モデル計画等を確認し、整合を図ります。（事務局） 

・ 素案 37ページの被災情報の収集報告系統図において、指定地方行政機関、指定公

共機関、指定地方公共機関線が市本部及び都本部の双方と連絡をとることになっ

ている。しかしながら、実際に市と都の双方に情報を伝達・報告することはかえ

って、混乱を生じることにはならないか検討していただきたい。（金子委員） 

・ いただいたご意見については、庁内で検討させていただきます。（事務局） 

・ 素案 9 ページにある想定される被害について、小金井市に適当であるか、見直し

ていただきたい。（西野委員） 

・ これらの想定は都より、定められています。（事務局） 

・ 情報通信について、電話やメールなどが示されているが、攻撃等を受けた際には、

使えない可能性がある。市長や職員において、きちんとした連絡網ができている

のか？普段の通信手段を使うこととしているが、非常時でも使える手段があるの

か？自主防災組織等との連絡体制についてももっと、検討すべきでは？（佐藤委

員） 

・ 国民保護計画は、法定事業であり、非常時等の連絡体制についても都のモデル計

画をベースとする。また、自然災害時は市独自の情報連絡網を活用する。攻撃等

を受けた際、若しくはその危険性がある際の緊急連絡網は整備されているが、外

部への漏洩を防ぐため、計画の中には書けないこととなっている。（松永委員） 



・ 平常時に庁内にいない市の幹部とは連絡が取れるようになっているのか？非常時

に市の幹部に連絡が取れる仕組みをつくってはどうか？（佐藤委員） 

・ 平常時は携帯電話を活用することとしている。また、非常時の緊急連絡手段は、

さまざまな妨害などが想定されるため公開できない（松永委員） 

 

提出資料 資料 1････････小金井市国民保護計画（素案）概要 

資料 2････････小金井市国民保護計画（素案） 

資料 3････････小金井市国民保護計画策定のスケジュール 

参考資料･･････小金井市国民保護協議会（平成 18年度第 1回）議事録 

その他 なし 

 


